ヨハネによる福音書　７章　１４－１８節
２０２３年１２月２４日（聖誕節礼拝）
「祭りも既に半ばになったころ」：「祭り」とは仮庵祭（かりいおさい）のことで、この祭はイスラエルの三大祭（過越祭、五旬祭、仮庵祭）の一つであり、七日間にわたって行われた（申命記16:15）。イエスは祭りの半ば、つまり三日目か四日目に神殿で公然と教えられた。
「この人は、学問をしたわけでもないのに」：ここで「学問をしたわけでもない」とは、正式な律法の教育と伝授を受けていないという意味である。つまり、ラビ（律法の教師）の弟子として認可を受けていないイエスが無免許で聖書について大胆に教えている態度にユダヤ人は驚愕したのである。
「どうして聖書をこんなによく知っているのだろう」：これはイエスの聖書理解の深さに驚いているのではなく、正式に律法の教師から学んでいない者にどうして聖書が分かるのか、という非難であり、批判である。
「わたしの教えは、自分の教えではなく、わたしをお遣わしになった方の教えである」：イエスは自分の教えが自分の創意から出た新奇なものではなく、イエスを遣わされた方、つまり、イエスの父であるイスラエルの神の教えであることを明言する。イエスの語られる御言葉は天から与えられたものであり、神からの教えそのままなのである（ヨハネ5:19-20）。
ヨハネ5:19-20

　19そこで、イエスは彼らに言われた。「はっきり言っておく。子は、父のなさることを見なければ、自分からは何事もできない。父がなさることはなんでも、子もそのとおりにする。20父は子を愛して、御自分のなさることをすべて子に示されるからである。

「この方の御心を行おうとする者は、わたしの教えが神から出たものか、わたしが勝手に話しているのか、分かるはずである」：神の御心を行おうとするのか否かが、イエスの御言葉を真に理解する決定的な要素となる。神の御心とは何か。それは、律法により明示されたものであり、律法を真に行おうとすれば、イエスの教えが神から出たものであることが直感的に分かるはずである。
＊神の御心は律法を成就することであり（マタイ5:17）、また、神の御心は律法を研究することによってのみ理解することができる。従って、イエスの御言葉が神から出たものであるかどうかを知るためには、何よりも律法（聖書）に精通していなければならない。「あなたたちは読んだことがないのか」というイエスの問いかけは聖書に啓示された神の御言葉を絶対のものとする告白である。「聖書」と訳出されている原語「グラマタ」は「文字、書かれたもの」の意であり、ユダヤの教えでは「聖書（旧約聖書）」を指している。
